






1,はじめに

　産科領域における超音波診断装置の普及はめざましく,日常臨床に不可欠と

なっている。しかし生体に超音波エネルギーを照射し,その反射波を検出する

ことから,超音波照射の胎児に与える影響についての検討が急がれていた。我々

は,これまでにウィスター糸妊娠ラット胎仔に対する照射,人血小板に対する照

射,胎児リンパ球染色体,人工流産児 Fibroblast 染色体に対する照射実験を行

った。その結果,臨床用診断装置の音響出力に比軟しはるかに強力と思われる

1w/cm2(2MHz,連続波)1 時間程度の照射によっても,血小板凝集能および染色体

に対する影響は認められなかった。


